
広 報

支
　
　
　
入

収

庫

支

産

国

県

財

繰

諸

村

合

千円    %
出 金   78.322 (10.1)
出  金   lol,948 (13.1)
収  入    3,246 (0.4)
金    ′ 3 ( 0)
入    7,981 (1.o)
債   95,700 (12.4)
計   773.800 (100)

出)(歳

(歳 入)
村        税    29,822
地 方 譲 与 税  6.097
自動車取得税交付金    6.700
地 方 交 付 税  435,000
分担金 及 び負 担 金    49494
使 用料 及 び 手 教 科    4.487

%
(3.9)

(0.8)

(0.9)

(56。 2)

(0.6)

(0.6)

議 費

☆1,914万 9千円
02.48%
◎4,144円

労 働 費

☆157万 8千円

00.20%
◎342円

消 防 費

☆3,972万 5千円

05。 13%
08,597円

瀑£1参靡酬
農林 水産 業 費

☆1億6,640万 円
◇21.50%
◎36.010円

教 育 費

☆1億1,H6ガ6千円
◇14.37%
024.057円

鶴
民 生 費

|ザ湖.288万 3キ円
◇12%
◎20.100円

商 工 費

☆H8万 7千円
00,15%
◎257円

公 債 費

☆59168万 4千円

06.68%
011,185円

衛 生 費

部 ,344万 9千円

00。 85%
014,813円

土 木 費

爛 ,156万 7千円

◇H.83円
◇19,315円

予 備 費

☆

“

7万9千円

00.84%
◎1。 402円

一

膨　　　　ね
ん

靴　円　藝

，

人
　
　
も

静　田　　一

☆
　
◎

一万肱
月

■
■

編集 と発行/青森県市浦村役場企画室/昭和50年 4月 i5日 /電話 (相内):番
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昭m50年度に入りました。

器が発足してから20年目、

文字どおリハタチの青春を

迎える年です。

広 く高くふくれる福祉施

策。そして、書産の振興と

一いろいろな行政施策の実

現のため一般会計予算は、

7億 7千 3百万円と昨年度

にくらべて13蘇 も伸びまし

た。村民 1人当り16万 6千

円の大型予算 となりまし

た。

畜
産
需
血
ハ
・
ほ
場
整
備
に
ち
か
ら

住
民
の
福
祉
向
上

に
も
全
力

―
贄
あ
―

“

‖
"‖"Omm ttar50年

4日 15日 咄‖Ⅲ門
"“

m mlll‖囲口ommm m口 nll"広

本年度の一般会計予算は

75存3百万円
０
脇
元
診
療
所
赤
字
負
担
　
百

五
十
万
円

Ｏ
広
報
し
う
ら
発
行
費
　
百
七

十
九
万
八
千
円

ｏ
交
通
安
全
対
策
費
　
一
一百
十

万
三
千
円

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
の
賃
金

百
五
万
円
、
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー

安
全
塔
、
新
入
学
児
童
黄
色

安
全
帽
に
二
十
二
万

一
千
円

そ
の
他
金
木
地
区
安
協
負
担

金
等
二
十
六
万

一
千
円
。

〇
街
灯
新
設
補
修
費
　
一二
十
二

万
円

〇
各
種
負
担
金
・
七
十
三
万
円

Ｏ
徴
税
費
　
八
十
五
万
八
千
円

〇
選
挙
費
　
一
一百
八
十
三
万
六

千
円
選
挙
啓
発
に
二
十
万
円
、
県

議
会
議
員
選
挙
六
十
二
万
六

千
円
、
村
長
選
挙
六
十
五
万

円
、
村
議
選
挙
六
十
六
万
二

千
円

ｏ
指
定
統
計
調
査
費
　
九
十
六

万
五
千
円

事
業
所
統
計
調
査
、
国
勢
調

査
、
工
業
統
計
調
査
、
農
業

基
本
調
査
等
が
お
も
な
も
の

で
す
。

ｏ
国
保
特
別
会
計
繰
出
金
　
一

千
五
百
万
円

国
保
の
事
業
勘
定
へ
繰
り
出

し
し
ま
す
。

ｏ
老
人
福
祉
費
　
一
千
五
百
九

十
五
万
六
千
円

老
人
健
康
診
査
関
係
五
万
八

千
円
、
老
人
医
療
に
一
千
百

十

一
万
八
千
円
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
八
十
五
万
六
千
円
、

敬
老
会
助
成
二
十
万
円
、
老

人
ク
ラ
ブ
補
助

⌒八
ク
ラ
ブ

）
五
十
二
万
三
千
円
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
負
担
金
百

六
十
九
万
九
千
円
、
そ
の
他

村
敬
老
年
金
が
お
も
な
も
の

で
す
。

ｏ
青
少
年
対
策
費
　
一
一十
万
七

千
円

遺
族
会
九
万
円
、
母
子
会
六
　
　
　
青
少
協
部
会
交
付
金
等
が
ふ

万
円
、
日
赤
奉
仕
団
三
万
円
　
　
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
社
会
六
万
円

　

〇
遺
児
援
護
費
　
四
十
二
万
円

防
犯
協
会
八
万
円
、
西
北
五
　
　
〇
常
設
保
青
所
運
営
費
　
一
一千

精
薄
施
設
負
担
金
二
十
七
万
　
　
一
一百
八
十

一
万
六
千
円

円
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
へ
き
地
保
育
所
運
営
費
　
八

百
三
万
三
千
円
　
　
　
　
　
　
　
四
万
八
千
円

ｏ
季
節
保
青
所
運
営
費
　
一二
十

　

〇
児
童
手
当
　
一
千
三
百
六
十

八
万
四
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
八
万
円

○
児
童
館
運
営
費
　
一二
百
四
十

師
のま

す
。

○
環
境
衛
生
対
策
事
業
　
八
百

十
七
万
六
千
円

ご
み
収
集
処
理
、
海
岸
清
掃

の
ほ
か
、
西
北
五
衛
生
処
理

組
合
負
担
金
五
百
四
十
九
万

三
千
円
、
地
区
衛
生
組
織
助

成

（六
会
）
九
万
円

ｏ
診
療
所
建
設
費
　
一二
千
八
百

八
十
二
万
円

結
核
予
防
、
胃
集
団
検
診
、　
　
　
相
内
診
療
所
は
木
造
平
屋
建

子
宮
が
ん
検
静
な
ど
に
要
し
　
　

て
四
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
三
千
三
百
五
十
二
万
円
、

Ｏ
母
子
衛
生
対
策
事
業
　
百
七
　
　
医
師
住
宅
プ
ロ
ッ
ク
平
屋
建

十

一
万
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
て
七
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
五

妊
婦
検
め
、
股
脱
検
静
、
三
　
　

百
三
十
万
円

二
一́才
児
検
診
等
に
使
わ
れ

Ｏ
献
血
推
進
事
業
　
九
万
三
千

円
Ｏ
簡
易
水
道
会
計
へ
繰
出
　
一

千
三
百
二
万
九
千
円
　
　
」

Ｏ
予
防
対
策
事
業
　
百
七
十

一

万
五
千
円
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草
地
開
発
事
業
に

一
億
円

ШⅢ剛mm“ (3)BME50年 4月 15日 咄lllll‖ lllll mm‖ Ⅲ lllll‖ⅢⅢ広

ｏ
農
業
共
済
会
計
繰
出
　
七
十

万
円

ｏ
書
産
振
興
事
業
費
　
一
千
九

百
十
八
万
三
千
円

牧
夫
、
運
転
助
手
等
人
夫
賃

等
三
百
九
十
二
万
四
千
円
、

牧
樹
修
理
資
材
、
追
肥
七
百

十
七
万
人
千
円
、
牛
流
通
規

制
貸
付
金
利
子
補
給
百
二
十

万
円
、
繁
殖
牛
導
入
貸
付
金

利
子
補
給
四
十
三
万
三
千
円

種
雄
牛
導
入
負
担
八
十
万
円

飼
料
作
物
作
付
補
助
七
十
万

円
、
肥
育
牛
経
営
危
機
対
策

助
成
二
十
二
万
円
。

ｏ
草
地
開
発
事
業
費
　
一
億
四

十

一
万
九
千
円

四
十
九
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
実
取
地
区
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
草
地
開
発
に
要

し
ま
す
が
、
内
訳
け
は
職
員

の
人
件
費
百
五
十
九
万
二
千

円
、
現
場
監
督
、
事
務
人
夫

賃
百
二
十
六
万
五
千
円
、
調

査
設
計
委
託
料
三
百
十
九
万

一
千
円
、
工
事
費
九
千
百
三

十
万
三
千
円
、
草
地
管
理
指

導
車
八
十
万
円
、
そ
の
他
備

品
百
二
十
五
万
九
千
円

〇
土
地
改
良
調
査
費
　
一
千
四

十
二
万
九
千
円

実
取
地
区
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー

並
型
魚
礁
投
下
補
助
二
百
十

万
円
、
給
油
施
設
補
助

（脇

元
漁
港
）
三
百
九
十
六
万
円

ア
ワ
ビ
放
流
補
助
二
十
二
万

円
、
脇
元
漁
協
不
漁
対
策

利
子
補
給
百
三
十
八
万
三
千

円
、
ホ
タ
テ
養
殖
試
験
補
助

二
十
五
万
五
千
円
、
ワ
カ
サ

ギ
養
殖
補
助
七
万
八
千
円

九
万

一
千
円

貯
水
槽

一
基
百
二
十
万
円
、

消
火
栓
三
基

（
三
分
団
）
四

十
万
円
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
五

十
万
円
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ

〇
教
育
振
興
費
　
一
一百
九
十
万

円脇
元
小
、
太
田
小
の
理
科
教

育
設
備
費
と
し
て
四
十
万
円

高
校
教
科
備
品
二
十
四
万
円

そ
の
他
十
万
円

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
費
　
一二
百

五
十
万
円

十
二
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

積
載
車

（ニ
ト
ン
心
型
ト
ラ

ッ
ク

一
台
）
百
四
十
万
円
、

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
ニ
基
四

十
万
円

整
備
費
と
し
三
百
万
円
、
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
費
と

し
て
五
十
万
円
で
す
。

ｏ
寄
宿
舎
運
営
費
　
一二
千
五
百

七
十
二
万
六
千
円

ｏ
寄
宿
舎
集
会
室
建
設
費
　
八

百
五
十

一
万
三
千
円

木
造
平
屋
建
て
三
百
平
方
メ

ー
ト
ル
の
規
模
で
集
会
室
を

・路
殺
ｔ
ま
す
。

ｂ
体
育
振
興
費
　
百
三
十
四
万

五
千
円

ル
の
圃

（ほ
）
場
整
備
調
査

委
託
料
と
し
て
八
百
五
十
二

万
円
、
土
地
改
良
事
業
事
務

委
託
料
が
百
四
十
九
万
三
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
老
朽
た
め
池
整
備
費
　
八
百

四
十
六
万

一
千
円

大
沼
た
め
池
築
堤
工
事
費
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

五
十
二
年
度
ま
で
の
継
続
事

業
と
し
て
三
カ
年
で
総
額
三

千
二
百
四
十
九
万
九
千
円
で

す
。

〇
水
産
振
興
対
策
費
　
八
百
十

七
万
円

ｏ
畑
作
振
興
対
策
費
　
一
一十
五

万
三
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
常
備
消
防
負
担
　
一二
千
百
八

〇
稲
作
転
換
対
策
費
　
五
十
三
　
　
・亡
．二
万
四
千
円

万
四
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
非
常
備
消
防
費
　
七
百
八
十

宿
仝
ロ

装に

ｏ
商
工
会
助
成
　
一
一十
万
円

Ｏ
観
光
振
興
費
　
九
十
八
万
七

千
円
公
衆
便
所
管
理
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
史
跡
案
内
板
等

の
作
成
に
要
し
ま
す
。

Ｏ
失
業
対
策
費
　
一
一十
六
万
九

千
円
失
業
給
付
隔
地
払
負
担
金
二

十
万
四
千
円
、
そ
の
他
六
万

五
千
円

ｏ
出
か
せ
ぎ
対
策
費
　
百
三
十

万
九
千
円

内
職
補
導
、
出
か
せ
ぎ
実
態

調
査
、
技
能
講
習
会
、
集
団

就
職
就
学
補
導
助
成
、
出
か

せ
ぎ
組
合
助
成
、
出
か
せ
ぎ

者
健
康
診
断
、
出
か
せ
ぎ
先

へ
の
児
童
、
生
徒
作
品
送
付

な
ど
で
す
。

ｏ
道
路
維
持
費
　
一
千
二
百
五

十
四
万
八
千
円

除
雪
車
運
転
手
、
側
溝
清
掃

人
夫
賃
に
六
十
四
万
円
、
グ

レ
ー
ダ
ー
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ダ

管
理
に
百
五
十
三
万
円
、
防

じ
ん
剤
二
十
五
万
円
、
側
溝

新
設

（五
百
メ
ー
ト
ル
）
四

百
五
十
万
円
、
道
路
補
修
二

百
五
十
万
円
、
側
溝
ふ
た

（

二
百
枚
）
、
砕
石
等
原
材
料

費
百
三
十
八
万
九
千
円
、
県

道
側
溝
負
担
四
十
万
円

〇
道
路
新
設
改
良
費
　
五
千
八

百

二
万

一
千
円

　

　

　

．

相
内
―

太

田
鐘
線
舗
装

（
千

三
百
九
十

四

メ
ー
ト

ル
）
二

千
百

万
円

、
赤

川
線
舗

装

（

三
百

メ
ー
ト

ル
）
二
百

七
十

万
円

、
猿
賀

小
路
線
舗
装

（

二
百

六
十

メ
ー
ト

ル
）
三
百

三
十

四
万
円

、
太

田
本

線
舗

装

（
四
百
八
十

メ
ー
ト

ル
）

六
百

八
十

一
万

五
千

円
、

太

田
本

線
改
良

（
七
百
八

メ
ー

ト

ル
）

一
千

九
百

五
十

五
万

九
千

円
、
も

や
線

改
良

（
四

百
四
十
メ
ー
ト
ル
）
五
百
五

十
万
円

ｏ
漁
港
修
築
事
業
　
百
八
十
万

円脇
元
漁
港
修
集
費
と
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。

０
地
籍
調
査
費
　
一ハ
百
十
九
万

人
千
円

相
内
地
区

（岩
井
、
赤
坂
）

三
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
す
。
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心
ハ
ン
Ｌ
ス
ν
事
故

ゼ
ロ
ヘ

新
入
学
児
童

・
お
と
し
よ
り
を
守
ろ
う

五
月
十
二
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の

十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
春
の
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
い
ま
さ
ら
運
動
し
な
く
て
も
…
」

と
い
う
人
も
多
い
の
で
す
が
、
事
故
は

ふ
え
る

一
方
、
だ
か
ら
、
や
は
り
啓
蒙

と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

路
上

で
の
自
転
車
遊
び
は
や
め
る

こ
の
運
動
の
目
標
は
　
　
　
　
　
　
の
事
故
防
止

１
新
入
学

（所
）
児
童
の
交

　

　

３
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防

通
事
故
防
止
　
　
　
　
　
　
　
　
止

２
歩
行
者

。
自
転
車
利
用
者

　

　

の
三

つ
で
す
。

と
り
わ
け
、
新
入
学
児
童
の

事
故
防
止
に
は
お
と
う
さ
ん
や

お
か
あ
さ
ん
の
注
意
を
は
じ
め

通
学
指
導
の
先
生
や
交
通
指
導

員
、
通
学
誘
導
の
上
級
生
の
心

く
ば
り
が
大
き
な
力
と
な
る
で

交
通
規
則
を
正
し
く
守
る
子

ど
も
た
ち
の
上
に
は
、
事
故
は

ゼ
ロ
で
す
が
、．
反
面
、
お
と
な

た
ち
の
事
故
は
後
を
断
ち
そ
う

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
お
と
な
が
子
ど
も
に

手
本
を
示
す
こ
と
で
す
。

道
路
の
利
用
者
で
も
っ
と
も

弱
い
立
場
に
あ
る
の
は
、
子
ど

も
に
つ
い
で
お
と
し
よ
り
で
す
。

お
と
し
よ
り
の
歩
行
に
は
、
保

護
者
が
つ
き
そ
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
お
と
し
よ
り
が

歩
い
て
い
た
ら
、
い
た
わ
り
の

心
で
優
先
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

運
転
者
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん

危
険
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

子
ど
も
の
自
転
車
乗
り
で
す
。

路
上
で
の
自
転
車
あ
そ
び
は
や

め
さ
せ
、
か
ら
だ
に
あ
わ
な
い

自
転
車
に
は
乗
せ
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
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―
武
あ

―毎
年
、
交
通
事
故
が
ふ
え
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
は
危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
内
の
市
町
村

が
ま
と
ま
っ
て
、　
一
日

一
円

（年
額
三
百
五
十
円
）
で
大
き

を
補
償
を
し
よ
う
と
、
青
森
県

交
通
災
害
共
済
組
合
を
つ
く
り

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
で
ま
だ
加
入

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
会
費
と

世
帯
主
の
印
か
ん
を
持
っ
て
、

役
場
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

交
通
災
害
共
済
の
ぐ
わ
し
い

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
捕
償
の
対
亀
　
自
動
車
、
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
農

耕
用
小
型
特
殊
自
動
車

（
け
ん

引
車
付
）
、
荷
車
な
ど
に
乗
っ

て
い
て
衝
突
し
た
り
し
た
事
故

や
、
歩
行

者
と
こ
れ

ら
の
車
輌

に
よ
る
事
故
、
ま
た
乗
車
中
に

起
き
た
事
故
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

▽
会
費

（掛
金
）
　

一
人
に
つ

き
三
百
五
十
円
。
団
体
加
入
者

（二
十
人
以
上
）
に
は
、
十
円

の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
共
済
期
間
　
加
入
し
た
と
き

か
ら

一
年
間
。
村
か
ら
転
出
し

て
も

一
年
間
有
効
で
す
。

▽
支
払
わ
れ
る
見
舞
金
　
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
五
十
万
円
、
治

療
日
数
百
八
十
日
以
上
十
万
円

治
療
日
数
九
十
日
以
上
百
八
十

日
未
満
五
万
円
、
治
療
日
数
三

十
日
以
上
九
十
日
未
満
二
万
円

泊
療
日
数
二
十
日
未
満
五
千
円

ま
た
、　
一
年
以
内
に
自
賠
法

施
行
令
の
等
級
区
分
の
第

一
級

各
号
に
掲
げ
る
障
害
に
な
っ
た

場
合
は
、
見
舞
金
の
ほ
か
別
に

二
十
万
円
を
加
給
し
ま
す
。

▽
事
故
が
起
っ
た
と
き
は
　
役

場
で
見
舞
金
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
見
舞
金
請
求

に
は
会
員
証
、
交
通
事
故
証
明

証

⌒警
察
署
で
証
明
し
て
く
れ

ま
す
）
と
医
師
の
診
断
書
が
必

要
で
す
。

事
故
が
あ
っ
た
ら
転
い
ケ
ガ

で
も
、
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で

必
ず
警
察
へ
事
故
の
届
出
を
し

交通規制の

お 知 ら せ

り交通規制 が実施 され まし

た。運転者のみ なさんは、

違反の ないよ うご注意 くだ

相 内の県道 は姜 日駐車禁止

口相 内字岩井 (地蔵 さま

)か ら字実取 まで40キ ロメ

を 1,700メ ー トルに延長 さ

れま した。 (神 明宮 カープ

ふ きん まで )ま た、 この区

域 は 6時 か ら21時 まで駐 車

禁止で したが、 1日 か ら終

日駐 車禁止 とな りま した。

十三道 は大型車通行禁止

■相 内字相 内から字吉野

まで (十 三道 )350メ ー トル

は大型貨物 自動車 と大型特

殊 自動車は通行禁止 とな り

ま した。終 日駐 車禁止 もあ

わせて実施 されます。

:日 i円で大きな補償

みんなそろって加入を
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金  額瞬
`

t

昭
和
四
十
九
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
め
に
納
付
し

て
下
さ
い
。

国
民
年
金
を
納
め
る
の
は
二
年
で
時
効
に
な
り

ま
す
。
納
め
忘
れ
た
保
険
料
は
二
年
前
ま
で
の
分

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の

分
は
納
め
ら
れ
な
い
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
た
め
年
金
を

受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
が
足
り
な
い
人
や
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て
も
年
金
額
が
少
な
く

な
る
人
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
例
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
の
法

改
正
に
よ
っ
て
、
二
年
と
い
う
時
効
に
か
か
わ
ら

ず
、
未
納
期
間
を
す
べ
て
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
特
例
は
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十

一
日

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
水
田
作
業
　
男

。
女
二

千
円

■
田
植
　
男

。
女
二
千
三
百
円

■
苗
取

・
除
草
　
男

・
女
二
千

円
■
稲
刈
　
男

・
女
二
千
三
百
円

■
一
般
畑
作
業
　
男

。
女
二
千

円
■
畑
耕
起
　
一
一千
六
百
円

■
田
耕
起
　
一
一千
五
百
円

■
荒
か
き

。
代
か
き
　
一
一千
円

■
荒
か
き
か
ら
代
か
き
ま
で

三
千
円

■
一
番
耕
起
か
ら
代
か
き
ま
で

三
千
七
百
円

（
い
ず
れ
も

一
〇
ア
ー
ル
当

り
）

■
全
自
動
脱
穀
機
　
一
万
円

（
一
日
当
り
）

■
バ
イ
ン
ダ
ー
　
七
千
五
百
円

（糸
付

一
〇
ア
ー
ル
当
り
）

ねんきん時効保険料の納付を

蛍
光
灯
が

つ
か
な

い
と
き
は

①
ラ
ン
プ
と
ソ
ケ
ッ
ト
、
ま

た
は
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
と
ソ
ケ
ッ

ト
の
接
触
が
完
全
か
②
点
減
ス

イ
ッ
チ
が
正
し
く
働
い
て
い
る

か
を
調
べ
る
③
ラ
ン
プ
や
グ
ロ

ー
ラ
ン
プ
、
ま
た
は
照
明
器
具

の
故
障
か
を
他
の
照
明
器
具
で

テ
ス
ト
し
て
み
る
。

ラ
ン
プ
が
点
減
を
く
り
か
え

す
と
き
は
①
長
期
間
使
用
に
よ

る
寿
命
か
②
ラ
ァ
プ
が
正
常
な

場
合
は
、
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
を
他

の
部
屋
の
照
明
器
具
で
テ
ス
ト

し
て
み
る
。

お
手
入
れ
は
①
電
源
ス
イ
ッ

チ
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
し
て
か
ら
ラ
ン

プ
を
は
ず
す
②
吊
り
下
げ
型
は

天
丼
か
ら
は
ず
し
て
掃
除
す
る

③
ラ
ン
プ
は
水
や
中
性
洗
剤
を

軽
く
ふ
く
ま
せ
た
布
な
ど
で
ふ

き
、
よ
く
乾
か
し
て
か
ら
と
り

つ
け
る
。

な
お
、
注
意
事
項
と
し
て
は

①
点
灯
中
に
ぬ
れ
た
手
で
、
ラ

ン
プ
や
器
具
に
ふ
れ
な
い
こ
と

②
ラ
ン
プ
に
ハ
タ
キ
や
雑
布
を

使
う
時
は
、
器
具
か
ら
必
ず
は

ず
す
こ
と
③
ふ
み
台
、
脚
立
は

高
さ
の
充
分
な
も
の
を
使
っ
て

け
っ
し
て
無
理
し
な
い
こ
と
。

昨
年
十
月
か
ら
、
建
設
を
進

齢朕　　一　　ぃ厳ぃ」け剛どへ無剛畔却哺

嘲̈　瑞．　̈
完の々』̈一拳一一一い̈讐

い
ま
す
。
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総理府総計局では、ことし10月 1日 に行われる国勢調査のポ

スターと標語を募集しています。ふるつてご応募ください。

(ポスター)

ポスターの図案は、一般 (高校生を含む)の部、中学生の部
小学生の部に分け、つぎのとおり募集します。

●大きさ A2判 (420m× 594mm)ま たはB2判 (515mm× 728
mm)

●図案 に用いる色の種類   自由
●図案 にもりこむ文字

「国勢調査」「昭和 50年」「10月 1日 」 および「総理府統計

局」

●応募方法  総理府統計局 に郵送 あるいは持参
●じめ きり  昭和 50年 5月 26日 (月 )当 日の消印のあるもの
は有効です。

●発表  昭和 50年 6月 25日 付官報 に発表す ることもに入選者
に通知。

(標 語 )
●応募方法  官製 はが き1枚に 1点の応募作品を記載 し、総
理府統計局 に郵送す る。

じめきり、発表はポスターと同じです。
(賞金 と賞品 )

1ポ スター  
｀

(1)一般の部

特選 (総務長官賞 )1名   副賞 25万円
入選 1席 1名   副賞 10万円
入選 2席 2名  副賞  5万 円
(2)中 学生の部

特選 (総務長官賞)1名 副賞 ラジオ付カセットテープ
レコーダ

入選 1席 3名  副賞 写真機
人選 2席 10名  副賞 国語大辞典
佳作 多数 (記念品 )
0小学生の部
特選 (総務長官賞)1名 .副賞 顕微鏡
入遇 i席 3名 i口 u賞 トヽランジスターラジオ
_入 選 2席 10名  副賞 ｀デルバム
佳作 多数 (記念品 )
2標  語
人選 3名 賞金各 1万円 佳作多数 (記念品)同一作品が
多数あるときは、抽せんにより決定する。
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佐 伊 竹 竹 佐
藤 南 谷 谷 藤

伸 正 晋 静 豊
一 人 三 子 子

一
カ
月
に
同
じ
病
院
で
医
療

費
を
三
万
円
以
上
支
払
っ
た
人

に
は
、
そ
の
二
万
円
を
こ
え
て

支
払
っ
た
分
が

「高
額
療
養
費

」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
役
場
又
は
各

出
張
所
に
印
か
ん
と
領
収
書
を

持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

七
〇
才
以
上
の
老
人
の
医
療

費
は
無
料
で
す
。
そ
し
て
、
無

料
あ
つ
か
い
を
し
て
も
ら
う
に

は
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

「老

人
医
療
費
受
給
者
証
」
と
い
う

１
限
Ｍ

Ｉ

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

七
十
才
に
な
る
誕
生
日
の
月

の
は
じ
め
か
ら
該
当
に
な
り
ま

す
か
ら

（た
と
え
ば
明
治
三
十

八
年
五
月
二
十
日
に
生
れ
た
人

は
昭
和
五
十
年
五
月

一
日
か
ら

）
該
当
者
は
役
場
に
印
か
ん
を

持
参
し
て
、
七
十
才
に
な
る
月

の
前
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ

五
月

一
日
か
ら
役
場
の
勤
務

時
間
が
つ
ぎ
の
と
お
り
変
り
ま

す
。▽

平
日
＝
午
前
八
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。

た
だ
し
、
休
息
時
間
は
午
前

八
時
か
ら
十
五
分
間
、
正
午
か

ら

一
時
間
、
午
後
四
時
四
十
五

分
か
ら
十
五
分
間
で
す
。

▽
土
曜
日
＝
午
前
八
時
か
ら

正
午
ま
で
。

な
お
、
こ
の
執
務
時
間
は
九

月
末
日
ま
で
で
、
十
月

一
日
か

ら
冬
時
間
に
な
り
ま
す
。

ｄ“「お誕生

上
野
　
礼
行

（十
三
）
兼
義

三
和
　
豊
明

（相
内
）
豊

櫛
引
　
由
紀

（脇
元
）
堅
三

」散̈〕ぜ結婚

（謝編醸騰執
（六謳輛判原）

（」鵬　可増
一＝〓一

（南嘲　叫綱
一樹蘭「）

（精］
久「
一意回一

（峰晴真館凱
｛鵬鵜一

（商回　鏑】
｛畑断一

（崎相　酬一
｛制晰一

（一一一一一一一ワ

本
荘
豊
次
郎

（十
二
）
７４
才

俵
谷
浅
五
郎

（脇
元
）
８０
才

鳴
海
　
　
薫

（相
内
）
２４
才

豊
島
　
良
関

（十
三
）
５０
才

葛
西
　
あ
さ

（脇
元
）
８２
才

山
田
金
五
郎

（十
三
）
６６
才

（相
内
）
孝
治

（脇
元
）
兼
春

脇́
元
）
春
逸

（磯
松
）
正

（相
内
）
輝
治


